
細胞競合について語るときに僕の語る
こと

僕は辛い食べ物が結構好きなのです
が、食べると汗が異常に出てくるので
あまり人前では食べないようにしてい
ます。ワサビやマスタードは全然平気
なのですが、香辛料系に異常に弱い
のです。そして、汗が出てくるのはな
ぜか頭の頂点のみです。どこにそん
なに大量の水が隠れていたのかと驚く
くらい、まるで湧水のように頭頂部か
らこんこんと汗が出てきます。なぜ頭
頂部のみからなのかは謎ですが、髪
の毛が薄い部分なので汗を拭きやす
いというのはあります。以前に CoCo
壱番屋でカレーを食べたとき、食後
に紙ナプキンで口を拭かずに頭頂部
を拭いていて同席した人に大笑いさ
れたことがありますが、ギャグでやっ
ているのではありません。スパイスカ
レー屋に行くと、食べる前から蒸発し
てきた香辛料で頭頂部がじんじん痛
み始めますし、完食する頃には文字通
りバケツの水を頭からかぶったような
状態になるので、一緒にカウンター席
で食べていたラボメンバーに「食べ
終わったら隣に違う人がいたかと思い

ました」と言われたこともあります。
一方で、味では全く判別できないレ
ベルのごく微量の香辛料が入ってい
てもきちんと頭頂部から汗が出てきま
すので、料理中の香辛料の有無をす
ぐに判別することができます。何かの
役に立つとは思えませんが。

そんな体質をしていたら頭頂部がす
ぐにハゲてしまうんじゃないかと思わ
れるかもしれませんが、僕もそう思っ
ていました。家系的にもハゲからは逃
れられないだろうと子供の頃から悟っ
ていましたので、覚悟もできていまし
た。30 代後半になっていよいよ本当
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にハゲそうになってきたので、満を持
して一番効果があるといわれていた
大正製薬のリアップを購入して頭頂部
に塗ってみました。すると、しばらく
して突然激しい動悸に襲われ、かなり
焦りましたがやがておさまりました。
添付文書を見てみると確かに副作用
の項目に「動悸」とありましたが、因
果関係がはっきりしません。そこで数
日後にもう一度少し多めに塗ってみた
ところ、今度はもっと激しい、心臓が
痛いくらいの動悸が始まり、持続時
間も長くて恐くて横になることもでき
ず、救急車を呼ぶべきか迷い始めた
頃にようやくおさまりました。こんな
死に方だけは嫌だと思い、以来二度
と育毛剤を使うのはやめました。

あれから 10 年以上が経ちましたが、
なぜか薄毛が進行しません。あとも
う一歩というところで、なぜか踏みと
どまっています。まるで長年育毛剤を
使い続けている頭のようです。。そし
て、気づきました。リアップの有効成
分は血管拡張作用のあるミノキシジ
ルで、血流を促進することはわかって
いるものの発毛・育毛のメカニズムは
まだよくわかっていないそうです。僕
の頭頂部が香辛料に対して異常に高
感度に発汗（血流促進）すること、ま
たリアップによって異常に高感度に動
悸（血流促進）を起こすことを考え合
わせると、僕の頭頂部はミノキシジル
の下流シグナルが恒常的に活性化し
ているに違いありません。つまり僕の

頭は、天然のリアップ頭だったわけで
す。まさかの最強の頭です。ミノキシ
ジルの下流メカニズムはまだわかって
いないので、これ以上ないモデル系
にもなりそうです。このことに最近ふ
と気づいて、思わず感動しました。研
究の中で得られる多くの断片的で一
見無秩序な観察事実をたった一つの
仮説で完全に説明できた時のような、
心の底からの感動でした。
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